








要約:長期療養を必要とする慢性疾患の羅患児は、発達上の問題や行動上の問題が発生しや

すいと言われている。本研究はこうした長期療養児への治療教育的対応を考察するために、

子ども自身の潜在的な欲求や生活環境に対する認知傾向をとらえ、不安傾向を把握し、環

境や日常の生活条件への適応度を調べたものである。結果として、病弱であり、家庭から

分離させられて他律的な生活を送り、自尊感情も低く自己統制もできにくくなっている子

ども達の姿が浮かび上がってきた。 


